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      資料４ 

会議録 

             令和２年10月７日提出 

会議の名称 西東京市公民館事業計画検討懇談会 第２回会議 

開催日時 令和２年８月20日(木) 19時から20時30分まで 

開催場所 柳沢公民館 第１会議室 

出 席 者 

委 員：小野修平、伊藤邦子、大友禾弘子、小沼純子 

職 員：高田館長 

事務局：山本事業係長、星野事業係主査 

欠 席 者 倉持伸江、國府方館長補佐 

議題等 
１ 第１回会議録について 

２ 西東京市公民館事業計画素案について 

会議資料の 

名   称 

【資 料】 

資料１ 西東京市公民館事業計画検討懇談会検討スケジュール 

資料２ 西東京市公民館事業計画検討懇談会第１回会議録（案） 

記録方法  □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ☑会議内容の要点記録 

傍  聴  者 □あり ☑なし   

 

１ 第１回会議録について 

●配布した会議録案に修正がある場合は、１週間以内に公民館に連絡する。修正案については、メールに

よる連絡により承認を得た後、９月の公民館運営審議会定例会で配布する。 

 

２ 西東京市公民館事業計画素案について 

【事務局】 

〇構成について説明 

市の上位計画、関連計画をふまえて公民館事業計画を策定する必要があること、市の施策にかかわる計

画はアンケート調査等を実施しているため、地域課題等を導き出していると考えられることから、国の動

向、市の計画等について述べている。基本理念、基本方針、基本的な方向性等については、この場で議論

していただきたい。 

【各委員の意見】 

〇国や市の計画、施策を受けて策定する計画のように誤解される構成であると考える。トップダウンの印

象を受ける。 

〇公民館の独自性が見えてこない。 

〇みんなが足を運ぶように、公民館は楽しいところであってほしい。 

〇行政計画ベースでスタートすべきと考える。前提となる市の計画、施策は内容を含めて記載する必要が

ある。それを前提に、公民館が取り組む課題はわかりやすいように表現することは必要。 

〇伝えたいことが伝わるような見せ方を考える必要がある。 

〇国の動向や市の上位計画、関連計画の見せ方を考える必要がある。 

〇西東京市公民館としての考え方を前面に出し、国の動向や市の上位計画、関連計画等でも, 

そのようなことが言われているという構成がよい。 

〇西東京市公民館が何を大切にしていきたいか、基本について議論し、その上で、どのように伝えていく

か、どう表現していくかを検討していくとよいと思う。 
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【事務局】 

●公民館が大切にしたいことが誤解なく伝わるように、全体の構成を見直し、計画の見せ方を考える。 

公民館で修正案を作成し、第３回会議で提示する。 

 

●９月公民館運営審議会定例会への第２回会議の報告は座長が行う。 

 

３ 第３回会議について 

10月７日(水) 午後６時30分から 柳沢公民館第１会議室  

 

 


